
前
号
で
は
、『
義
足
経
』
全
十
六
経
中
第
一
経
か
ら
第
三
経
の

試
読
を
試
み
た
が
、
引
き
続
き
、
第
四
経
か
ら
第
七
経
の
解
読
を

進
め
る
。

な
お
、
前
回
記
す
の
を
失
念
し
て
し
ま
っ
た
が
、
本
稿
は
、
途

中
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
り
、
時
に
中
断
し
た
り
し

な
が
ら
も
、
永
年
継
続
し
て
い
る
漢
訳
仏
典
研
究
会
の
成
果
報
告

で
も
あ
る
。
支
謙
訳
『
義
足
経
』
に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
の
メ

ン
バ
ー
は
、
諸
般
の
事
情
で
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
阿
賀
谷

友
宏
、
佐
々
木
宣
祐
、
佐
藤
智
岳
、
富
田
真
理
子
、
中
井
亮
介
、

中
西
麻
一
子
、
名
和
隆
乾
、
能
美
大
地
、
古
川
洋
平
、
横
山
剛
の

諸
君
で
あ
る
。
性
賴
惰
な
小
生
を
、
兎
に
も
角
に
も
机
に
向
か
わ

せ
て
く
れ
た
研
究
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を

捧
げ
た
い
。

凡
例
を
再
掲
す
る
。

凡
例

一
、
底
本
に
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
四
巻
所
収
の
「
佛
説

義
足
經
」
を
用
い
る
。
た
だ
し
、

返
り
点
は
省
略
し
、
パ

ン
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
部
分
的
に
改
変
し
た
。

二
、
漢
文
の
書
き
下
し
に
つ
い
て
。

・
で
き
る
だ
け
原
文
そ
の
ま
ま
を
書
き
下
す
が
、
古
典
漢
文

（
取
り
分
け
支
謙
の
訳
文
）
は
、
原
文
の
ま
ま
で
は
文
意
を

と
り
づ
ら
い
こ
と
が
屡
し
ば
あ
る
。
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い

よ
う
な
箇
所
に
は
本
文
に
な
い
字
句
を
﹇

﹈
で
補
っ
た
。

論

文支
謙
訳
『
義
足
経
』
解
読
研
究
㈡

京
都
光
華
女
子
大
学
教
授

加

治

洋

一
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ま
た
、
会
話
文
に
は
「

」
を
附
し
た
。

・
な
お
、
地
名
や
人
名
な
ど
、
音
写
さ
れ
た
固
有
名
詞
の
原

語
を
示
す
こ
と
は
、
却
っ
て
煩
瑣
に
な
る
の
で
省
略
し
た
。

・
原
則
、
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
の
ル
ー
ル
に
従
う
が
、
時
に

異
な
っ
た
訓
み
を
採
用
す
る
。
そ
の
場
合
は
可
能
な
限
り
註

に
根
拠
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

＊

＊

＊

＊

＊

（
�
）

摩
竭
梵
志
經
第
四

聞
如
是
。
佛
在
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
。
時
有
一
梵
志
。
字
摩
竭

（
�
）

卒
死
講
堂
。
同
學
便
著
床
上
。
共
舁
出
於
舍
衞
里
巷
四
街
道
。
擧

聲
言
。
見
摩
竭
者
悉
得
解
脱
。
今
見
死
屍
亦
解
脱
。
後
聞
名
者
亦

解
脱
。
諸
比
丘
食
時
悉
持
應
器
。
入
城
求
食
。
時
見
梵
志
説
摩
竭

功
徳
如
是
。
食
竟
悉
澡
應
器
。
還
到
佛
所
。
作
禮
竟
皆
就
座
。
即

爲
佛
本
末
説
如
是
。
佛
因
是
本
演
是
卷
。
令
我
弟
子
悉
聞
解
。
廣

爲
後
世
作
明
。
令
我
經
道
久
住
。
説
（178

a

）
是
義
足
經
。

摩
竭
梵
志
經
第
四

聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
舍
衞
國

祇
樹
給
孤
獨
園
に

ま
し
ま
在
し
き
。

に
は
か

時
に
一
梵
志
有
り
。
字
は
摩
竭
。
卒
に
講
堂
に
死
す
。
同
學
、

お

便
ち
床
上
に
著
き
、
共
に
舁
ぎ
て
舍
衞
の
里
巷
四
街
道
に
出
で

て
、
聲
を
擧
げ
て
言
く
、「
摩
竭
を
見
た
る
者
は
、
悉
く
解
脱
す

る
を
得
た
り
。
今
、
死
屍
を
見
る
も
亦
た
解
脱
し
、
後
に
名
を
聞

く
者
も
亦
た
解
脱
せ
ん
」
と
。

（
�
）

諸
比
丘
、
食
時
に
悉
く
應
器
を
持
し
て
城
に
入
り
、
食
を
求

む
。
時
に
、
梵
志
の
摩
竭
の
功
徳
を
説
く
を
見
る
こ
と
是
く
の
如

を
は

み
も
と

し
。
食
し
竟
り
て
悉
く
應
器
を
澡
ひ
、
還
り
て
佛
の
所
に
到
る
。

を
は

禮
を
作
し
竟
り
て
皆
座
に
就
き
、
即
ち
佛
に
本
末
の
説
を
爲
す
こ

と
是
く
の
如
し
。
佛
、
是
の
本
に
因
り
て
是
の
卷
を
演
べ
た
ま

ふ
。「
我
が
弟
子
を
し
て
悉
く
聞
解
せ
し
め
、
廣
く
後
世
の
爲
に

明
と
作
り
、
我
が
經
と
道
と
を
し
て
久
住
せ
し
め
ん
」
と
て
、
是

（
�
）

の
義
足
經
を
説
き
た
ま
ふ
。

我
見
淨
無
有
病

信
見
諦
及
自
淨

（
�
）

有
知
是
悉
可
度

苦
斷
習
證
前
服

見
好
人
以
爲
淨

有
慧
行
及
離
苦

４０

『真宗文化』第24号平成26年度2015年3月発行（真宗文化研究所）



黠
除
凶
見
淨
徑

斷
所
見
證
至
淨

從
異
道
無
得
脱

見
聞
持
戒
行
度

身
不
汚
罪
亦
福

悉
已
斷
不
自
譽

悉
棄
上
莫
念
後

有
是
行
度
四
海

直
行
去
莫
念
苦

有
所
念
意
便
縛

常
覺
意
守
戒
行

在
上
行
想
彼
苦

（
�
）
念
本
念
稍
入
行

不
矯
言
審
有
黠

一
切
法
無
有
疑

至
見
聞
亦
所
念

諦
見
聞
行
力
根

誰
作
世
是
六
衰

不
念
身
不
念
尊

亦
不
願
行
至
淨

恩
怨
斷
無
所
著

斷
世
願
無
所
著

無
所
有
爲
梵
志

聞
見
法
便
直
取

婬
不
婬
著
汚
婬

已
無
是
當
著
淨

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜
。

ま
こ
と

㈠
我
れ
淨
に
し
て
病
有
る
こ
と
無
き
を
見
る

信
に
諦
を

見
な
ば
自
ら
淨
な
る
に
及
ぶ

是
れ
を
知
る
有
ら
ば
悉
く
度
す
可
し

苦
斷
じ
て
習
せ

さ
き

ば
前
に
服
せ
し
を
證
す

よ
㈡
好
き
人
を
見
て
以
て
淨
と
爲
し

慧
行
有
り
て
離
苦
に

及
べ
ば

（
�
）

み
ち

黠
も
て
凶
を
除
き
て
淨
き
徑
を
見

所
見
を
斷
じ
て
至

淨
を
證
さ
ん

㈢
異
道
に
從
は
ば
脱
を
得
る
無
し

見
聞
・
持
戒
・
行
度

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
志
經
」
の
二
字
を
欠
く
。

（
２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
以
」
と
す
る
。「
以
」
で
も
文
意
は
問
題
な
く
通
じ
る
が
、「
舁
」
の
方
が
文
脈
は
な
め
ら
か
で
あ
る
。

（
３
）
應
器

乞
食
用
の
鉢
。

（
４
）

C
f.

Sn.788−
795.

な

（
５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
證
前
形
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
前
に
形
せ
る
を
證
す
」
と
な
る
。『
大
正
』
の
「
服
」
も
こ
の
文
脈
は

「
努
め
て
為
す
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
義
。

（
６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
捨
本
念
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
本
念
を
捨
し
て
」
と
な
る
。
こ
ち
ら
で
も
「
本
念
」
の
内
容
は
変
わ
る
が
意

味
は
通
じ
る
。

（
７
）
漢
籍
で
は
「
黠
」
の
字
は
「
悪
慧
」「
悪
賢
さ
」
の
意
味
で
使
う
方
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仏
教
以
外
の
「
善
慧
」
を
意
味
す
る
。
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﹇
も
然
り
﹈

身
は
罪
に
も
亦
た
福
に
も
汚
さ
れ
ず

悉
く
已
に
斷
ず

た
た

る
も
自
ら
を
譽
へ
ず

㈣
悉
く
上
を
棄
て
て
後
を
念
ず
る
莫
か
れ

是
の
行
有
ら

わ
た

ば
四
海
を
度
る

直
ち
に
行
き
去
り
て
苦
を
念
ず
る
莫
か
れ

念
ず
る
所

有
ら
ば
意
便
ち
縛
せ
ら
る

㈤
常
に
覺
意
し
て
戒
を
守
り
て
行
じ

上
の
行
に
在
り
て

彼
の
苦
を
想
ふや

う
や

本
念
を
念
じ
て
稍
く
行
に
入
り

矯
言
せ
ず
し
て
審
か

に
黠
有
り

㈥
一
切
法
に
疑
有
る
無
し

見
聞
に
も
亦
た
所
念
に
至
る

ま
で
も
﹇
然
り
﹈

（
�
）

諦
か
に
見
聞
し
力
根
を
行
ぜ
ば

誰
か
世
の
是
の
六
衰

を
作
さ
ん

㈦
身
を
念
ぜ
ず
尊
を
念
ぜ
ず

亦
た
行
じ
て
淨
に
至
る
を

願
は
ず

恩
怨
斷
じ
て
所
著
無
く

世
願
を
斷
じ
て
所
著
無
し

た
も

㈧
有
つ
所
無
き
を
梵
志
と
爲
す

法
を
聞
見
し
て
便
ち
直

ち
に
取
り

婬
と
不
婬
と
汚
婬
に
著
す
る
は

已
に
是
れ
無
け
れ
ば

當
に
淨
に
著
す
べ
け
ん
や

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ひ
し
に
、
比
丘
悉
く
歡
喜

し
き
。（

�
）

鏡
面
王
經
第
五

聞
如
是
。
佛
在
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
。
衆
比
丘
以
食
時
持
應
器

入
城
欲
求
食
。
自
念
言
。
今
入
城
甚
早
。
我
曹
寧
可
到
異
梵
志
講

（
�
）

堂
。
與
相
勞
徠
便
就
坐
。
是
時
諸
梵
志
自
共
諍
。
生
結
不
解
轉
相

謗
怨
。
我
知
是
法
。
汝
知
何
法
。
我
所
知
合
於
道
。
汝
所
知
合
何

（
�
）

道
。
我
道
法
可
猗
行
。
汝
道
法
難
可
親
。
當
前
説
著
後
説
。
當
後

説
反
前
説
。
多
説
法
非
與
。
重
擔
不
能
擧
。
爲
汝
説
義
不
能
解
。

（
�
）
汝
定
知
法
極
無
所
有
。
汝
迫
復
何
對
。
以
舌
戟
轉
相
中
害
。
被
一

（
�
）

毒
報
以
三
。
諸
（178

b

）
比
丘
聞
子
曹
怨
言
如
是
。
亦
不
善
子

言
。
亦
不
證
子
曹
正
。
各
起
座
。
到
舍
衞
求
食
。
食
竟
擧
藏
應

（
�
）

器
。
還
到
祇
樹
入
園
。
爲
佛
作
禮
。
悉
坐
一
面
。
便
如
事
具
説
。
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念
是
曹
梵
志
學
自
苦
。
何
時
當
得
解
。

鏡
面
王
經
第
五

聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
舍
衞
國

祇
樹
給
孤
獨
園
に

ま
し
ま
在
し
き
。

（
�
）

衆
比
丘
、
食
時
を
以
て
應
器
を
持
し
、
城
に
入
り
て
食
を
求
め

ん
と
欲
し
、
自
ら
念
言
す
ら
く
、「
今
、
城
に
入
る
こ
と
甚
だ
早

わ
れ
ら

と
も

し
。
我
曹
、
寧
ろ
異
梵
志
の
講
堂
に
到
り
、
與
に
相
ひ
勞
徠
し
て

便
ち
坐
に
就
く
可
し
」
と
。

是
の
時
、
諸
梵
志
自
ら
共
に
諍
ふ
。「
結
を
生
ぜ
ば
解
せ
ず
し

う
た

て
、
轉
た
相
ひ
謗
怨
す
」「
我
れ
是
の
法
を
知
れ
り
。
汝
、
何
の

法
を
知
る
」「
我
が
知
る
所
は
道
に
合
す
。
汝
が
知
る
所
は
何
の

道
に
合
す
る
」「
我
が
道
法
は
猗
り
て
行
ず
可
し
。
汝
が
道
法
は

ち
か親
づ
く
可
き
こ
と
難
し
」「
當
に
前
に
説
く
べ
き
を
後
に
著
け
て

か
へ
つ

説
き
、
當
に
後
に
説
く
べ
き
を
反
て
前
に
説
け
り
」「
多
く
法
を

く
み

説
け
ど
も
與
す
る
に
非
ず
」「
重
擔
は
擧
ぐ
る
能
は
ず
」「
汝
が
爲

に
義
を
説
け
ど
も
解
す
る
能
は
ず
」「
汝
、
定
ん
で
法
を
知
れ
ど

た
も

こ
た

も
極
め
て
有
つ
所
無
し
」「
汝
、
迫
ら
れ
て
復
た
何
を
か
對
ふ
」

と
。
舌
戟
を
以
て
轉
た
相
ひ
中
害
し
、
一
の
毒
を
被
ら
ば
、
報
い

る
に
三
を
以
て
せ
り
。

諸
比
丘
、
子
曹
の
怨
言
を
聞
く
こ
と
の
是
く
の
如
き
に
し
て
、

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
８
）
「
力
根
」
は
力
有
る
根
、
即
ち
六
根
の
こ
と
か
。
だ
と
す
る
と
、
下
の
「
六
衰
」
は
六
根
の
衰
亡
の
意
か
。
或
い
は
「
力
根
」
は
、
信
・
勤
・
念

・
定
・
慧
の
五
根
・
五
力
か
。「
行
」
の
目
的
語
と
し
て
は
こ
の
方
が
相
応
し
い
が
、
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、「
六
衰
」
が
不
明
。

（
９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
經
」
を
欠
く
。

（
１０
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
爭
」。
今
は
同
義
。

（
１１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
倚
」。
今
は
同
義
。

（
１２
）
『
大
正
』
の
「
汝
定
知
法
極
無
所
有
」
を
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
汝
定
知
汝
極
無
所
有
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「
汝
定
ん
で
知
れ
ど

も
、
汝
に
極
め
て
有
つ
所
無
し
」
と
な
る
。

（
１３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
惡
言
」。

（
１４
）
『
大
正
』
の
「
如
事
具
説
」
を
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
如
是
事
具
説
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「
是
く
の
如
き
事
を
具
さ
に
説
き
」
と

な
る
。

（
１５
）
こ
の
「
以
」
はlocative

を
表
す
助
字
。
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亦
た
子
の
言
を
善
し
と
せ
ず
、
亦
た
子
曹
の
正
し
き
を
證
せ
ざ
り

き
。各

お
の
座
よ
り
起
ち
、
舍
衞
に
到
り
食
を
求
む
。
食
し
竟
り
應

器
を
擧
藏
し
、
還
り
て
祇
樹
に
到
り
、
園
に
入
る
。
佛
の
爲
に
禮

を
作
し
て
、
悉
く
一
面
に
坐
し
、
便
ち
事
の
如
く
具
さ
に
説
き

こ
れ
ら

て
、
是
曹
の
梵
志
の
學
び
て
自
ら
苦
め
る
を
念
ず
ら
く
、「
何
れ

の
時
に
當
に
解
す
る
こ
と
を
得
べ
き
」
と
。

佛
言
。
是
曹
梵
志
非
一
世
癡
冥
。
過
去
久
遠
是
閻
浮
利
地
有
王
。

名
曰
鏡
面
。
時
勅
使
者
。
令
行
我
國
界
無
眼
人
悉
將
來
至
殿
下
。

使
者
受
勅
即
行
。
將
諸
無
眼
人
到
殿
下
。
以
白
王
。
王
勅
大
臣
。

（
�
）

悉
將
是
人
去
示
其
象
。
臣
即
將
到
象
廏
。
一
一
示
之
令
捉
象
。
有

（
�
）

捉
足
者
。
尾
者
尾
本
者
腹
者
脇
者
背
者
耳
者
頭
者
牙
者
鼻
者
。
悉

示
已
。
便
將
詣
王
所
。
王
悉
問
。
汝
曹
審
見
象
不
。
對
言
。
我
悉

見
。
王
言
。
何
類
。
中
有
得
足
者
言
。
明
王
。
象
如
柱
。
得
尾
者

（
�
）

曰
。
如
掃
帚
。
得
尾
本
者
言
。
如
杖
。
得
腹
者
言
。
如
埵
。
得
脇

者
言
。
如
壁
。
得
背
者
言
。
如
高
岸
。
得
耳
者
言
。
如
大
箕
。
得

頭
者
言
。
如
臼
。
得
牙
者
言
。
如
角
。
得
鼻
者
言
。
如
索
。
便
復

（
�
）
於
王
前
共
諍
訟
。
象
諦
如
我
言
。

の
た
ま
は

佛
言
く
、
│
│
是
曹
の
梵
志
、
一
世
に
癡
冥
な
る
に
非
ず
。
過

去
久
遠
に
、
是
の
閻
浮
利
の
地
に
王
有
り
。
名
づ
け
て
鏡
面
と
曰

ふ
。
時
に
、
使
者
に
勅
す
ら
く
、「
我
が
國
界
を
行
き
、
無
眼
人

を
し
て
悉
く
將
來
し
殿
下
に
至
ら
し
め
よ
」
と
。
使
者
、
勅
を
受

け
て
即
ち
行
き
、
諸
の
無
眼
人
を
將
ゐ
て
殿
下
に
到
り
、
以
て
王

に
白
す
。

王
、
大
臣
に
勅
す
ら
く
、「
悉
く
是
の
人
を
將
ゐ
て
去
り
、
其

の
象
を
示
せ
」
と
。
臣
、
即
ち
將
ゐ
て
象
廏
に
到
り
、
一
一
之
に

示
し
、
象
を
捉
へ
し
む
。
足
を
捉
ふ
る
者
、
尾
な
る
者
、
尾
の
本

な
る
者
、
腹
な
る
者
、
脇
な
る
者
、
背
な
る
者
、
耳
な
る
者
、
頭

な
る
者
、
牙
な
る
者
、
鼻
な
る
者
有
り
。
悉
く
示
し
已
り
、
便
ち

な
ん
だ
ち

將
ゐ
て
王
所
に
詣
る
。
王
、
悉
く
問
は
く
、「
汝
曹
、
審
に
象
を

見
た
り
や
不
や
」
と
。
對
へ
て
言
く
、「
我
、
悉
く
見
た
り
」
と
。

王
言
く
、「
何
に
か
類
す
」
と
。
中
に
足
を
得
た
る
者
有
り
て
言

く
、「
明
王
。
象
は
柱
の
如
し
」
と
。
尾
を
得
た
る
者
曰
く
、「
掃

帚
の
如
し
」
と
。
尾
の
本
を
得
た
る
者
言
く
、「
杖
の
如
し
」
と
。

つ
つ
み

腹
を
得
た
る
者
言
く
、「
埵
の
如
し
」
と
。
脇
を
得
た
る
者
言
く
、

「
壁
の
如
し
」
と
。
背
を
得
た
る
者
言
く
、「
高
き
岸
の
如
し
」

と
。
耳
を
得
た
る
者
言
く
、「
大
箕
の
如
し
」
と
。
頭
を
得
た
る
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者
言
く
、「
臼
の
如
し
」
と
。
牙
を
得
た
る
者
言
く
、「
角
の
如

ふ
と
き
な
は

し
」
と
。
鼻
を
得
た
る
者
言
く
、「
索
の
如
し
」
と
。
便
ち
復
た

あ
き
ら

王
の
前
に
於
て
共
に
諍
訟
す
ら
く
、「
象
は
諦
か
に
我
が
言
の
如

し
」
と
。

王
是
時
説
偈
言
。

今
爲
無
眼
會

空
諦
自
謂
諦

見
一
言
餘
非

坐
一
象
相
怨

王
、
是
の
時
、
偈
を
説
き
て
言
く
、

今
無
眼
の
會
を
爲
す
に

空
し
き
諦
を
自
ら
諦
な
り
と
謂

ふ

よ

一
を
見
て
餘
は
非
な
り
と
言
ひ

一
に
坐
り
て
象
も
て
相

ひ
怨
む

佛
告
諸
比
丘
。
是
時
鏡
面
王
者
。
即
我
身
是
。
時
無
眼
人
者
。
即

講
堂
梵
志
是
。
是
時
子
曹
無
智
坐
空
諍
。
今
子
曹
亦
冥
空
諍
無
所

益
。
佛
是
時
生
是
義
。
具
撿
此
卷
。
令
弟
子
悉
解
。
爲
後
世
作

明
。
令
我
經
道
久
住
。
説
是
義
足
經
。

佛
、
諸
比
丘
に
告
げ
た
ま
は
く
、「
是
の
時
の
鏡
面
王
な
る
者

は
、
即
ち
我
が
身
是
れ
な
り
。
時
の
無
眼
人
は
、
即
ち
講
堂
の
梵

志
是
れ
な
り
。
是
の
時
の
子
曹
の
無
智
に
し
て
坐
し
空
し
く
諍
ふ

は
、
今
の
子
曹
の
亦
た
冥
く
空
し
く
諍
ふ
て
益
す
る
所
無
き
な

り
」
と
。

佛
、
是
の
時
、
是
の
義
を
生
じ
た
ま
ふ
。「
具
さ
に
此
の
卷
を

し
ら撿
べ
、
弟
子
を
し
て
悉
く
解
せ
し
め
、
後
世
の
爲
に
明
と
作
り
、

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
持
」。
こ
ち
ら
だ
と
「
持
た
し
む
」。

（
１７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
牙
鼻
者
」
と
す
る
。

（
１８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
枝
」。

た
も

（
１９
）
『
大
正
』
に
は
「
於
王
前
共
諍
訟
」
と
あ
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
於
持
前
共
諍
訟
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「
持
て
る
に
於
て
、

す
す前
み
て
共
に
諍
訟
す
」
と
な
る
。
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（
�
）

我
が
經
と
道
と
を
し
て
久
し
く
住
せ
し
め
ん
」
と
て
、
是
の
義
足

經
を
説
き
た
ま
ふ
。

（
�
）
自
冥
言
是
彼
不
及

著
癡
日
漏
何
時
明

自
無
道
謂
學
悉
爾

但
亂
無
行
何
時
解

常
自
覺
得
尊
行

自
聞
見
行
無
比

（178
c

）
已
墮
繋
世
五
宅

自
可
奇
行
勝
彼

（
�
）
抱
癡
住
婬
致
善

已
邪
學
蒙
得
度

所
見
聞
諦
受
思

雖
持
戒
莫
謂
可

見
世
行
莫
悉
修

雖
黠
念
亦
彼
行

興
行
等
亦
敬
待

莫
生
想
不
及
過

是
已
斷
後
亦
盡

亦
棄
想
獨
行
得

莫
自
知
以
致
黠

雖
見
聞
但
行
觀

悉
無
願
於
兩
面

胎
亦
胎
捨
遠
離

亦
兩
處
無
所
住

悉
觀
法
得
正
止

意
受
行
所
見
聞

所
邪
念
小
不
想

慧
觀
法
竟
見
意

從
是
得
捨
世
空

（
�
）

（
�
）

自
無
有
何
法
行

本
行
法
求
義
諦

（
�
）
但
守
戒
求
爲
諦

度
無
極
衆
不
還

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜
。

㈠
自
ら
冥
に
し
て
是
を
言
ふ
、
彼
れ
及
ば
ず
、
と

癡
に
著
き
て
日
に
漏
ら
せ
ば
、
何
れ
の
時
に
か
明
な
ら
ん

自
ら
道
無
く
し
て
謂
ふ
、
學
は
悉
く
爾
り
、
と

但
だ
亂
れ
て
行
無
く
ば
、
何
れ
の
時
に
か
解
せ
ん

㈡
常
に
自
ら
尊
行
を
得
た
り
と
覺
し

自
ら
行
は
無
比
な
り

と
聞
見
せ
ば

（
�
）

已
に
墮
し
て
世
の
五
宅
に
繋
せ
り

自
ら
を
奇
し
む
可

し
、
行
は
彼
に
勝
る
る
や
と

㈢
癡
を
抱
き
婬
に
住
し
て
善
を
致
す
も

已
に
邪
に
學
べ
ば

く
ら

度
を
得
る
に
蒙
し

た
も

見
聞
す
る
所
を
諦
か
に
受
け
思
ひ

戒
を
持
つ
と
雖
も
可

と
謂
ふ
莫
か
れ

㈣
世
に
行
ず
る
を
見
る
も
悉
く
は
修
す
る
莫
か
れ

黠
も
て

亦
た
彼
の
行
ず
る
を
念
ず
と
雖
も

（
�
）
行
を
興
す
は
等
し
く
と
も
亦
た
敬
待
す
べ
し

想
を
生
ず

る
莫
か
れ
「
及
ば
ず
」「
過
ぎ
た
り
」
と

つ

㈤
是
れ
已
に
斷
て
ば
後
も
亦
た
盡
き

亦
た
想
を
棄
て
獨
り
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行
き
て
得

自
ら
知
れ
ど
も
以
て
黠
を
致
す
と
す
る
莫
く

見
聞
す
と

雖
も
但
だ
觀
を
行
ず
る
の
み

（
�
）

（
�
）

㈥
悉
く
兩
面
を
願
ふ
こ
と
無
く

胎
よ
り
亦
た
胎
な
る
も
捨

て
て
遠
離
し

と
ど

（
�
）

亦
た
兩
處
に
住
ま
る
所
無
し

悉
く
法
を
觀
じ
て
正
し
き

を
得
て
止
む

㈦
意
・
受
行
・
見
聞
す
る
所

邪
に
念
ず
る
所
を
小
な
る
す

ら
想
は
ず

き
は

慧
も
て
法
を
觀
じ
て
見
・
意
を
竟
む

是
の
得
た
る
に
從

ひ
て
世
の
空
し
き
を
捨
つ

㈧
自
ら
に
何
な
る
法
・
行
も
有
る
無
く

行
法
を
本
と
し
て

義
諦
を
求
む
る
も
﹇
有
る
無
し
﹈

但
だ
戒
を
守
る
の
み
に
し
て
諦
と
爲
す
を
求
む
る
も
﹇
然

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
２０
）

C
f.

Sn.796−
803.

（
２１
）
最
初
の
四
句
の
み
七
言
、
以
下
は
六
言
で
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
㈢
ａ
句
が
「
二
・
二
・
二
」
と
な
る
以
外
、
そ
れ
ぞ
れ
七
言
は
「
四
・
三
」、
六

言
は
「
三
・
三
」
の
節
奏
が
守
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
点
か
ら
も
支
謙
の
翻
訳
姿
勢
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。
㈢
ａ
句
の
節
奏
の
乱
れ
に
つ
い

て
は
次
註
も
参
照
さ
れ
た
い
。

と
ど

（
２２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
抱
癡
住
望
致
善
」。
こ
ち
ら
だ
と
「
癡
を
抱
き
て
住
ま
り
望
み
て
善
を
致
す
も
」
と
節
奏
を
守
っ
た
読
み
が
出
来
る
。

節
奏
が
崩
れ
て
い
る
の
は
第
五
経
で
は
こ
こ
の
み
な
の
で
、
三
本
の
テ
ク
ス
ト
を
採
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
２３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
自
何
無
有
法
待
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
は
訓
み
づ
ら
い
が
、「
自
ら
何
ぞ
法
と
し
て
待
つ
こ
と
有
る
無
か
ら
ん
」
と
訓
む

か
。

（
２４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
議
諦
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
は
「
諦
を
議
す
る
」。

（
２５
）
『
大
正
』
も
諸
本
も
「
但
守
戒
求
爲
諦
」
と
す
る
が
、
こ
の
「
求
」
を
『
磧
砂
蔵
』
は
「
未
」
と
し
、『
大
正
』
の
底
本
の
加
点
者
が
「
求
」
を

「
未
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
採
る
と
「
但
だ
戒
を
守
る
の
み
を
未
だ
諦
と
為
さ
ず
」
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
句
だ
け
で
あ
れ
ば
意

味
は
通
じ
や
す
い
が
、
㈧
は
、
初
句
の
「
有
る
無
し
」
が
以
下
の
句
を
支
配
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
孰
れ
で
も
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

（
２６
）
五
宅

五
蘊
乃
至
五
趣
を
指
す
か
。

（
２７
）
こ
の
句
は
上
の
句
に
か
か
る
。「
〜
と
雖
も
…
修
す
る
莫
か
れ
」
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。

（
２８
）
「
両
面
」
は
二
辺
、
両
極
端
の
こ
と
。

（
２９
）
胎
よ
り
亦
た
胎
な
る
も

輪
迴
の
こ
と
。「
胎
」
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
卵
・
湿
・
化
生
を
含
ん
で
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
３０
）
正
し
き
を
得
て
止
む

或
い
は
「
正
し
き
止
を
得
」
か
。「
正
し
き
止
」
と
理
解
す
る
場
合
の
「
止
」
は
「
止
観
」
の
止
。
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ひ
と

り
﹈

無
極
に
度
し
て
衆
は
還
ら
ざ
れ
ば
な
り

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ふ
に
、
比
丘
、
悉
く
歡
喜
し

き
。

（
�
）

老
少
倶
死
經
第
六

（
�
）

聞
如
是
。
佛
在
娑
掃
國
城
外
安
延
樹
下
。
時
有
一
行
車
人
。
出
城

（
�
）

未
到
安
延
樹
。
車
轂
道
敗
。
便
下
道
一
面
。
悒
愁
而
坐
。
佛
是
時

持
應
器
從
阿
難
入
城
求
食
。
道
見
車
轂
敗
壞
。
其
主
下
道
坐
悒
愁

不
樂
。
即
説
是
優
檀
經
。

如
行
車
於
道

捨
平
就
邪
道

至
邪
致
憂
患

如
是
壞
轂
輪

遠
法
正
亦
爾

意
著
邪
行
痛

（
�
）

愚
服
死
生
苦

亦
有
壞
轂
憂

老
少
倶
死
經
第
六

聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
娑
掃
國
城
外
の
安
延
樹
下
に

ま
し
ま
在
し
き
。

す
す

時
に
、
一
の
車
を
行
む
る
人
有
り
。
城
を
出
で
て
未
だ
安
延
樹

こ
し
き

（
�
）

に
到
ら
ざ
る
に
、
車
轂
、
道
に
敗
る
。
便
ち
道
の
一
面
に
下
り
、

悒
愁
し
て
坐
せ
り
。

佛
、
是
の
時
、
應
器
を
持
し
、
阿
難
を
從
へ
、
城
に
入
り
て
食

を
求
め
た
ま
ふ
。
道
に
車
轂
敗
壞
し
、
其
の
主
、
道
に
下
り
坐
し

み
そ
な
は

て
悒
愁
し
樂
ま
ざ
る
を
見
し
、
即
ち
是
の
優
檀
經
を
説
き
た
ま

ふ
。

す
す

た
ひ
ら
か

車
を
道
に
行
む
る
に

平
な
る
を
捨
て
邪
道
に
就
か
ば

邪
に
至
り
憂
患
を
致
す
が
如
く

是
く
の
如
く
轂
輪
を
壞

す法
を
遠
く
る
も
正
に
亦
た
爾
り

意

邪
行
の
痛
な
る
に

著
け
ば

愚
か
に
死
生
の
苦
を
服
し

亦
た
轂
を
壞
す
憂
有
ら
ん

（
�
）

佛
便
入
城
。
城
中
時
有
一
梵
志
死
。
壽
年
百
二
十
死
。
復
有
一
長

者
子
。
年
七
歳
亦
死
。
兩
家
倶
送
喪
。
皆
持
五
綵
幡
。
諸
女
弱
皆

被
髮
。
親
屬
啼
哭
悲
涙
。
佛
見
因
問
阿
難
。
是
何
等
人
聚
會
。
悲

４８

『真宗文化』第24号平成26年度2015年3月発行（真宗文化研究所）



哀
聲
甚
痛
。
阿
難
即
如
事
對
。
佛
因
是
本
。
有
生
是
義
。（179

a
）
令
我
弟
子
悉
解
撿
是
卷
。
爲
後
世
作
明
。
令
我
經
法
久
住
。

時
佛
説
是
義
足
經
。

佛
、
便
ち
城
に
入
り
た
ま
ふ
。

城
中
に
、
時
に
一
梵
志
の
死
す
る
有
り
。
壽
年
百
二
十
に
し
て

死
す
。
復
た
一
長
者
子
有
り
。
年
七
歳
に
し
て
亦
た
死
す
。
兩
家

（
�
）

（
�
）

倶
に
送
喪
し
、
皆
五
綵
の
幡
を
持
て
り
。
諸
の
女
弱
は
皆
被
髮

し
、
親
屬
は
啼
哭
悲
涙
せ
り
。

佛
見
そ
な
は
し
、
因
を
阿
難
に
問
ひ
た
ま
ふ
。「
是
れ
何
等
の

人
の
聚
會
な
る
。
悲
哀
の
聲
、
甚
だ
痛
し
」
と
。
阿
難
、
即
ち
事

の
如
く
對
ふ
。
佛
、
是
の
本
に
因
り
て
、
是
の
義
を
生
ず
る
有

り
。「
我
が
弟
子
を
し
て
悉
く
解
せ
し
め
ん
が
た
め
、
是
の
卷
を

し
ら撿
べ
、
後
世
の
爲
に
明
と
作
し
、
我
が
經
法
を
し
て
久
住
せ
し
め

ん
」
と
。

（
�
）

時
に
佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
た
ま
ふ
。

（
�
）
是
身
命
甚
短

減
百
年
亦
死

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
３１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
經
」
を
欠
く
。

（
３２
）
『
大
正
』
の
「
娑
掃
國
」
を
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
婆
掃
國
」
と
す
る
。

（
３３
）
『
大
正
』
は
「
悒
愁
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
抱
愁
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「
愁
を
抱
い
て
」
と
な
る
。
次
行
末
も
同

様
。

（
３４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
生
死
」。

（
３５
）
一
面

ekānta

を
直
訳
し
て
こ
う
訳
す
。
す
な
わ
ち
「
道
一
面
」
は
「
道
の
端
っ
こ
」「
道
ば
た
」
ほ
ど
の
意
。「
一
面
」
は
ほ
と
ん
どekānta

の
定
訳
語
化
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
現
れ
る
「
坐
一
面
」
や
「
一
面
住
」
等
も
同
じ
。
こ
の
場
合
は
「（
邪
魔
に
な
ら
な
い
）
片
隅
に
坐
る
」
ほ

ど
の
意
。

（
３６
）
『
大
正
』
は
「
有
一
梵
志
死
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
有
一
梵
志
」
で
あ
る
。
文
脈
に
影
響
は
な
い
。

（
３７
）
女
弱

女
性
と
若
年
者
。

（
３８
）
被
髮

髪
を
結
わ
ず
に
ザ
ン
バ
ラ
に
落
と
し
、
ま
た
冠
を
つ
け
な
い
こ
と
。

（
３９
）

C
f.

Sn.804−
813.

（
４０
）
冒
頭
㈠
㈡
の
八
句
を
五
言
、
以
下
を
六
言
で
訳
出
し
て
い
る
。
五
言
の
部
分
の
節
奏
は
㈠
ｂ
・
ｄ
句
で
の
み
「
三
・
二
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ

と
は
「
二
・
三
」
を
守
っ
て
い
る
。
六
言
の
部
分
も
概
ね
「
三
・
三
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
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雖
有
過
百
年

老
從
何
離
死

坐
可
意
生
憂

有
愛
從
得
常

愛
憎
悉
當
別

見
是
莫
樂
家

死
海
無
所
不
漂

宿
所
貪
愛
有
我

慧
願
觀
諦
計
是

是
無
我
我
無
是

是
世
樂
如
見
夢

有
識
寤
亦
何
見

有
貪
世
悉
亦
爾

識
轉
滅
亦
何
見

聞
是
彼
悉
已
去

善
亦
惡
今
不
見

悉
捨
世
到
何
所

識
神
去
但
名
在

既
悲
憂
轉
相
嫉

復
不
捨
貪
著
愛

尊
故
斷
愛
棄
可

遠
恐
怖
見
安
處

（
�
）

比
丘
諦
莫
妄
念

欲
可
遠
身
且
壞

欲
行
止
意
觀
意

已
垂
諦
無
止
處

無
止
者
亦
尊
行

愛
不
愛
亦
嫉
行

（
�
）

在
悲
憂
亦
嫉
行

無
濡
沾
如
蓮
華

（
�
）
已
不
著
亦
不
望

見
聞
邪
吾
不
愛

（
�
）

亦
不
從
求
解
脱

不
汚
婬
亦
何
貪

（
�
）

不
相
貪
如
蓮
華

生
在
水
水
不
汙

尊
及
世
亦
爾
行

所
聞
見
如
未
生

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜
。

（
�
）

㈠
是
の
身

命
は
甚
だ
短
か
く

百
年
を
減
じ
て
亦
た
死
す

百
年
を
過
ぐ
る
有
り
と
雖
も

老
ひ
て
何
に
從
り
て
死
を

離
れ
ん
や

ゐ
㈡
坐
な
が
ら
に
意
に
憂
を
生
ず
可
し

愛
有
る
も
﹇
何
に
﹈

從
り
て
常
な
る
を
得
ん
や

ね
が

愛
憎
は
悉
く
當
に
別
か
る
べ
し

是
を
見
て
家
を
樂
ふ
こ

と
莫
か
れ

む
か
し（
�
）

が

㈢
死
海
に
漂
は
ざ
る
所
無
し

宿
貪
る
所
は
我
有
る
を
愛

せ
ば
な
り

慧
も
て
觀
ず
る
を
願
ひ
諦
か
に
是
を
計
さ
ば

是
れ
に
我

無
く
我
に
是
れ
無
し

さ

㈣
是
の
世
の
樂
は
夢
を
見
る
が
如
し

識
の
寤
む
る
有
ら
ば

亦
た
何
を
か
見
ん

う
た

世
を
貪
る
有
る
も
悉
く
亦
た
爾
り

識
轉
た
滅
せ
ば
亦
た

何
を
か
見
ん

㈤
是
れ
彼
な
り
と
聞
く
も
悉
く
已
に
去
り

善
も
亦
た
惡
も

今
は
見
ず

５０
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（
�
）

悉
く
世
を
捨
て
な
ば
何
所
に
到
ら
ん

識
神
去
れ
ば
但
だ

名
の
み
在
り

㈥
既
に
悲
憂
し
て
轉
た
相
ひ
嫉
み

復
た
貪
著
の
愛
を
捨
て

ず
か
る
が
ゆ
ゑ

尊
は
故
に
愛
を
斷
じ
可
な
る
を
棄
て

恐
怖
を
遠
ざ
け

安
處
を
見
る

㈦
比
丘
は
諦
か
に
し
て
妄
念
莫
く

遠
ざ
か
る
可
く
欲
し
て

ま
さ

身
は
且
に
壞
せ
ん
と
す

つ
た

行
止
せ
ん
と
欲
し
意
に
意
を
觀
ぜ
ば

已
に
諦
を
垂
へ
て

止
處
無
し

㈧
止
ま
る
無
き
は
亦
た
尊
の
行
な
り

愛
と
不
愛
と
亦
た
嫉

行
と
に
﹇
止
ま
る
無
し
﹈

悲
憂
と
亦
た
嫉
行
と
に
在
り
て

濡
沾
す
る
無
き
こ
と
蓮

華
の
如
し

㈨
已
に
著
せ
ず
亦
た
望
ま
ず

見
聞
は
邪
な
れ
ば
吾
れ
愛
せ

ず亦
た
從
り
て
解
脱
を
求
め
ず

婬
に
汚
さ
れ
ず
ば
亦
た
何

を
か
貪
ら
ん

㈩
相
ひ
貪
ら
ざ
る
こ
と
蓮
華
の
如
し

﹇
蓮
華
は
﹈
生
じ
て

け
が

水
に
在
る
も
水
に
恩
さ
れ
ず

か

尊
は
世
に
及
び
て
亦
た
爾
く
行
ず
れ
ど
も

聞
見
す
る
所

未
だ
生
ぜ
ざ
る
が
如
し

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
４１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
で
は
「
忘
念
」。
こ
ち
ら
は
「
念
を
忘
る
る
莫
く
」。

（
４２
）
『
大
正
』
は
「
濡
沾
」（
濡
れ
そ
ぼ
つ
こ
と
）
で
分
か
り
や
す
い
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
�
沾
」
と
あ
る
。「
�
」
は
「
軟
」
の
正
字
。

『
磧
砂
蔵
』
に
も
「
耎
」
と
あ
り
、
単
な
る
写
誤
と
は
考
え
づ
ら
い
。「
弱
め
濡
ら
す
」
ほ
ど
の
意
に
取
る
か
。

（
４３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
已
不
著
亦
可
望
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
已
に
著
せ
ざ
れ
ば
亦
た
望
む
可
し
」
と
な
る
。

（
４４
）
明
版
で
は
「
淫
」
に
作
る
。
同
義
。

（
４５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
で
は
「
于
」。
同
義
。

（
４６
）
百
年
を
減
じ
て

百
年
以
下
で
、
精
々
百
年
で
、
の
意
。
但
し
こ
の
「
減
」
は
「
以
上
」
の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
の
で
注
意
。
例
え
ば
「
減
百

劫
」
は
「
少
な
く
と
も
百
劫
」「
百
劫
以
上
」
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
「
減
ず
と
も
百
劫
」
と
訓
む
。

（
４７
）
原
文
は
「
宿
所
貪
愛
有
我
」。「
三
・
三
」
の
節
奏
を
尊
重
し
て
こ
の
よ
う
に
訓
ん
だ
が
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、「
貪
」
と
「
愛
」
と
の
連

が

続
を
重
視
し
て
、「
宿
よ
り
貪
愛
す
る
所
に
我
有
り
」
と
訓
ん
で
は
ど
う
か
、
と
い
う
異
見
も
あ
っ
た
。

（
４８
）
識
神

ア
ー
ト
マ
ン
（ātm

an

）。
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佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ひ
し
に
、
比
丘
、
悉
く
歡
喜

し
き
。（

�
）

彌
勒
難
經
第
七

聞
如
是
。
佛
在
王
舍
國
多
鳥
竹
園
中
。
時
衆
老
年
比
丘
在
講
堂
坐

行
内
事
。
轉
相
問
法
。
采
象
子
字
舍
利
弗
。
亦
在
座
中
。
聞
説
内

事
律
法
難
問
。
問
不
隨
律
言
。
亦
無
禮
敬
。
是
時
賢
者
大
句
私
亦

在
座
中
。
便
謂
舍
利
弗
言
。
無
。
弟
。
勿
於
（179

b

）
老
年
比

丘
有
所
疑
。
隨
所
言
恭
敬
先
學
。
廣
爲
舍
利
弗
説
定
意
經
。
如
有

（
�
）

賢
者
子
發
道
。
久
在
家
生
意
。
復
念
淨
法
。
便
除
鬚
髮
已
。
信
捨

世
事
。
被
法
衣
作
沙
門
。
精
進
行
。
附
正
離
邪
。
已
證
爲
行
。
自

知
已
度
。
時
賢
者
彌
勒
。
到
舍
利
弗
家
。
舍
利
弗
便
爲
彌
勒
作
禮

（
�
）

便
就
座
。
彌
勒
即
如
法
律
難
問
。
舍
利
弗
冥
於
是
事
不
能
對
。
彌

（
�
）

勒
便
起
去
。
入
城
求
食
竟
。
盥
澡
藏
應
器
。
還
到
佛
所
。
作
禮
畢

就
座
。
以
偈
問
佛
言
。

彌
勒
難
經
第
七

ま
し
ま

聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
王
舍
國

多
鳥
竹
園
中
に
在

し
き
。

時
に
、
衆
の
老
年
の
比
丘
、
講
堂
に
在
り
、
坐
し
て
内
事
を
行

い
、
轉
た
相
ひ
問
法
す
。
采
象
子
、
字
は
舍
利
弗
な
る
も
亦
た
座

中
に
在
り
。
内
事
・
律
法
を
説
く
を
聞
き
て
難
問
す
る
に
、
問
、

律
の
言
に
隨
は
ず
、
亦
た
禮
敬
す
る
無
し
。

是
の
時
、
賢
者
大
句
私
も
亦
た
座
中
に
在
り
。
便
ち
舍
利
弗
に

謂
ひ
て
言
く
、「
無
か
れ
、
弟
。
老
年
比
丘
に
於
て
疑
ふ
所
有
る

勿
れ
。
所
言
に
隨
ひ
て
先
學
を
恭
敬
す
べ
し
」
と
。
廣
く
舍
利
弗

お
こ

の
爲
に
定
意
經
を
説
け
り
。「
賢
者
子
有
り
て
道
﹇
意
﹈
を
發
す

が
如
し
。
久
し
く
家
に
在
れ
ど
も
意
を
生
じ
、
復
た
淨
法
を
念
じ

て
、
便
ち
鬚
髮
を
除
き
已
り
、
信
に
世
事
を
捨
て
、
法
衣
を
被
、

沙
門
と
作
り
て
精
進
し
て
行
じ
、
正
し
き
に
附
き
邪
を
離
れ
な

ば
、
已
に
行
を
爲
せ
る
を
證
し
、
自
ら
已
に
度
れ
り
と
知
る
」

と
。時

に
、
賢
者
彌
勒
、
舍
利
弗
の
家
に
到
る
に
、
舍
利
弗
、
便
ち

彌
勒
の
爲
に
禮
を
作
し
、
便
ち
座
に
就
け
り
。
彌
勒
、
即
ち
法
・

こ
た

律
の
如
く
に
難
問
せ
り
。
舍
利
弗
、
是
の
事
に
冥
く
し
て
對
ふ
る

能
は
ず
。
彌
勒
、
便
ち
起
ち
て
去
り
、
城
に
入
り
て
食
を
求
め
竟

５２
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り
、
盥
澡
し
て
應
器
を
藏
む
。
還
り
て
佛
の
所
に
到
り
、
禮
を
作

し
畢
り
座
に
就
き
、
偈
を
以
て
佛
に
問
ふ
て
言
す
。

（
�
）
婬
欲
著
女
形

大
道
解
癡
根

願
受
尊
所
戒

得
教
行
遠
惡

意
著
婬
女
形

亡
尊
所
教
令

亡
正
致
睡
臥

是
行
失
次
第

本
獨
行
求
諦

後
反
著
色
亂

（
�
）

犇
車
亡
正
道

不
存
捨
正
耶

坐
値
見
尊
敬

失
行
亡
善
名

見
是
諦
計
學

所
婬
遠
捨
離

且
思
色
善
惡

已
犯
當
何
致

聞
慧
所
自
戒

痛
慚
却
自
思

常
行
與
慧
合

寧
獨
莫
亂
倶

著
色
生
邪
亂

無
勢
亡
勇
猛

漏
戒
懷
恐
怖

受
短
爲
彼
負

已
著
入
羅
網

便
欺
出
奸
聲

見
犯
因
縁
惡

莫
取
身
自
負

堅
行
獨
來
去

取
明
莫
習
癡

遠
可
獨
自
處

諦
見
爲
上
行

有
行
莫
自
憍

無
倚
泥
�
次

遠
計
念
長
行

不
欲
色
不
色

（179
c

）
善
説
得
度
痛

悉
世
婬
自
食

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
４９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
經
」
を
欠
く
。

（
５０
）
『
大
正
』
に
は
「
久
在
家
生
意
復
念
浄
法
」
と
あ
る
が
、
元
・
明
・『
磧
砂
蔵
』
の
三
本
に
は
「
久
在
家
至
意
復
念
浄
法
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採

る
と
「
久
し
く
家
に
在
れ
ど
も
、
意
の
復
た
浄
法
を
念
ず
る
に
至
り
」
と
な
る
。

（
５１
）
『
大
正
』
に
は
「
冥
於
是
事
不
能
對
」
と
あ
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
宜
於
是
事
不
能
對
」
と
す
る
。『
磧
砂
蔵
』
に
も
「
冝
於
是
事
不
能

對
」
と
あ
り
、
単
な
る
写
誤
と
は
考
え
づ
ら
い
。
訓
み
づ
ら
い
が
、「
宜
し
く
是
の
事
に
於
て
對
ふ
る
能
は
ず
」
と
訓
む
か
。

（
５２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
已
澡
藏
應
器
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「
已
に
應
器
を
澡
ひ
藏
む
」
と
な
る
。

（
５３
）

C
f.

Sn.814−
823.

㈡
か
ら
は
、
彌
勒
の
問
い
に
対
す
る
仏
の
答
え
。

（
５４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
邪
」。
こ
の
「
邪
」
は
、「
耶
」
と
同
じ
く
疑
問
・
反
語
の
助
辞
。
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（
�
）

㈠
婬
欲
も
て
女
形
に
著
く
を

大
道

癡
根
を
解
き
た
ま
へ

願
は
く
は
、
尊
の
戒
し
む
る
所
を
受
け
ん
こ
と
を

教
を
得

て
行
じ
て
惡
を
遠
け
ん

㈡
意
に
婬
女
の
形
に
著
か
ば

尊
の
教
令
し
た
ま
ふ
所
を
亡

ひ正
﹇
道
﹈
を
亡
ひ
睡
臥
を
致
さ
ん

是
の
行

次
第
を
失

ふ
な
り

㈢
本
獨
り
に
し
て

行
き
て
諦
を
求
む
る
に

後
に
反
き
て

色
に
著
し
て
亂
る
る
は

（
�
）
犇
車
の
正
道
を
亡
ふ
が
ご
と
し

存
し
て
正
を
捨
て
ざ
ら

ん
や

（
�
）

㈣
値
に
坐
し
尊
敬
せ
ら
る
る
も

行
を
失
へ
ば
善
名
を
亡
ふ

是
を
見
て
諦
か
に
學
を
計
し

婬
す
る
所
を
遠
け
捨
離
せ

よし
ば
ら

㈤
且
く
色
の
善
惡
を
思
ひ

已
に
犯
せ
ば
當
に
何
を
か
致
す

べ
き

聞
慧
も
て
自
ら
戒
む
る
所
を

痛
く
慚
ぢ
て
却
け
自
ら
思

へ
㈥
常
に
行
じ
て
慧
と
合
し

寧
ろ
獨
り
に
し
て

亂
る
る
こ

と
倶
な
る
莫
き
も

色
に
著
か
ば
邪
を
生
じ
て
亂
れ

勢
無
く
勇
猛
を
亡
ふ

㈦
戒
を
漏
ら
さ
ば
恐
怖
を
懷
き

短
を
受
け
彼
の
負
と
爲
る

い
つ
は

已
に
著
せ
ば
羅
網
に
入
り

便
ち
欺
り
て
奸
聲
を
出
す

み
づ
か

㈧
因
縁
た
る
惡
を
犯
す
を
見
て

取
り
て
身
自
ら
負
ふ
こ
と

莫
か
れ

堅
く
行
じ
て
獨
り
來
去
し

明
を
取
り
て
癡
を
習
ふ
こ
と

莫
か
れ

㈨
可
﹇
愛
﹈
な
る
を
遠
ざ
け
獨
り
自
ら
處
し

諦
か
に
見
る

を
上
行
と
爲
す

行
有
る
も
自
ら
憍
ぶ
る
こ
と
莫
か
れ

倚
る
こ
と
無
き
は

泥
�
に
次
ぐ

㈩
﹇
聖
者
は
﹈
遠
く
計
し
て
長
行
を
念
じ

色
不
色
を
欲
せ

ず善
く
説
き
て
痛
を
度
る
こ
と
を
得
た
り

悉
く
世
は
婬
し

て
自
ら
食
す

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ひ
し
に
、
比
丘
、
悉
く
歡

喜
し
き
。

５４
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
５５
）
大
道

仏
に
対
す
る
尊
称
。

（
５６
）
犇
車

驚
き
走
り
出
し
た
牛
の
引
く
車
。

（
５７
）
値
に
坐
し
尊
敬
せ
ら
る
る
も
「
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
し
皆
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
て
も
」
ほ
ど
の
意
。

５５ 支謙訳『義足経』解読研究㈡
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